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県立高等学校入学者選抜の変遷について

（２月下旬２日間）～昭和５２年度 ○公立高等学校入学者選抜
第１日：国・理・社 第２日：英・数

（昭和５０年度～５２年度：千葉・船橋・市川地域の全日・昭和４２年度：学 力 検 査 を
制普通科高等学校について、総合選抜制（学校群制度）９ 教 科 か ら
を実施）５教科に変更

昭和５３年度～６０年度 ○推薦入学による入学者選抜
（１月下旬１日：農業・水産・体育に関する学科）
推薦枠：農・水…募集定員の概ね１５％以内・推薦入試の導入

体…概ね３０％以内

（３月上旬２日間５教科）○学力検査等による入学者選抜
第１日：国・理・社 第２日：英・数

◇文部省通知：受験機会については、同じ高等学校においても定員の一部を留保して、入学者
選抜を二回にわたって実施するなど、受験生に複数の機会を与える工夫を行う
ことが望ましい （昭和５９年７月２０日）。

昭和６１年度～平成８年度 ○推薦入学による入学者選抜
（１月下旬１日：専門学科及び普通科の一部）
推薦枠：体…概ね４０％以内

その他の専門学科及び普通科（４校実施）・推薦入試対象学科の拡大
…概ね１５％以内

（２月下旬２日間５教科）○学力検査等による入学者選抜
第１日：国・理・社
第２日：英・数（＋体育に関する学科：適性検査）

◇文部省通知：受験機会の複数化及び推薦入学の活用などにより、多段階にわたり入学者選抜
が実施されるよう十分配慮すること （平成５年２月２２日）。

平成９年度～１２年度 ○推薦入学による入学者選抜
（１月下旬１日）
推薦枠：普通科５～３０％

専門学科・総合学科５～４０％・全ての学校・学科で推薦入試
を実施

（２月下旬２日間）○学力検査等による入学者選抜
第１日：国・理・社
第２日：数・英（＋体育に関する学科：適性検査）

◇文部省通知：選抜方法の多様化、評価尺度の多元化の観点に立った入学者選抜の改善を一層
進めていく必要がある （平成９年１１月２２日）。

平成１３年度～１４年度 ○推薦入学による入学者選抜
（１月末日１日）
推薦枠：普通科５～４０％・推薦枠の拡大

専門学科・総合学科５～５０％
・学力検査の日程の変更

（２月下旬２日間）○学力検査等による入学者選抜
第１日：５教科学力検査
第２日：面接等、学校ごとの検査

（ ）平成１５年度～２２年度 ○特色ある入学者選抜 ２月上旬１日：全ての学校・学科
※生徒の多様な能力・適性等を多元的に評価

・受検機会の複数化
（２月下旬２日間）○学力検査等による入学者選抜

第１日：学力検査（５教科） 第２日：各学校ごとの検査・高等学校の一層の特色化

◇選抜制度の改善

（２月中旬２日間）平成２３年度～ ○前期選抜
第１日：学力検査（５教科）第２日：各学校ごとの検査

・特色ある入学者選抜の理念の
（２月下旬１日）継承 ○後期選抜

学力検査（５教科）及び学校が必要に応じて実施する検査・複数回の受検機会の保証


